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外洋性沿岸域の流れ（以下，沿岸流と称する）は，その実態や発生機構Kついてまだよくわかっていない

所が多い。その原因は，沿岸流が，黒潮などの外洋性の流れK比べ定常性が薄いとと，その変動K潮流のよ

うなはっき bした周期性がないとと，さらK，沖の流れや気象の影響を受け易いととなどが挙げられる。従

って，沿岸流の力学がよくわかってい左い現段階では，各海域どと K沿岸流tてついての観測事実を積み重ね，

気象や沿岸水位などとの相互関係を調べ，それを具体的K記述してなく， 言わば記述的海洋学の方法を採る

のがよいと思われる。以下では，沿岸流況と沖合海流の関係を調査する目的で 58年 11月K行われた観測

成果K基づき，若狭湾の沿岸流について報告する。

2. 観測

との観測は，科学技術庁研究振興調整費「海洋生物資源の生産能力と海洋環境K関する研究」の一環とし

て， 5 8年 11月十て測量船「明洋 JVLよb実施された。第1図K観測点を示す。長期観測点では，海面下10

m, 50m, 150 mの各層K流速言十を係留して上下層の流れの構造を観測した。一昼夜点は， lOm層のみであ

る。今回の観測期間は，一応，従来の潮流観測と同じく月と太陽の半相合周期である15日を目安として設定

したが，天候等の諸条件Kょ.！？ 13日

程度のものと念った。また，沿岸流

の観測では，流系をパターンとして

捉えるととが重要であb，そのため

第 1図調査測点図
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第 2図（心 lOOm水温とGEK流速
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Vては各観視IJ点の同時性を保つ必要がある。 しかし低気圧の襲来等のため観測期間が不揃いとなってしまい，

以下の解析では主K長期点のデータを対象とした。

3. 初冬期の若狭湾の沿岸流

(1) 周辺海域の海況

秋の日本海は， 100から200m 層Kかけて水温躍層

が発達し，表面混合層と下層の海水とで明瞭な二層構

造を形造る。第2図（心は58年11月の若狭湾周辺の海流

(GEK）とlOOm深の水温分布である。また同図（b）は，

若狭湾から沖K向けた測線の水温鉛直断面である。経

ケ岬の北60マイノレKは中心の水温が周囲K比べ10°C以

上も低くなる冷水域が存在し，そのまわり Kは反時計

まわbの流れが存在する。また鉛直水温断面からは，

水温躍層がとの冷水域で lOOm近く上昇しているとと

がわかる。若狭湾付近では，との冷水域の裾野と見ら

れる流れが湾内に西側から流入している。

(2) 測点Bvc :J;~ける水温躍層の変動と流れ

調IJ点Bでは，日m層と 150m層のデータがほぼ完全

K取得できた（第 3図）。 11月18日の50m層では低気

圧C通過K伴い，1.6ノット K達する南東流が出現して

いる。との時の 150m層では，50m層とは逆K北向きの約

1ノットの流れが発生している。また50m層の水温は，

0.3～0.4°Cの上昇を示すKすぎ左いが， 150m層D水温

は， 12°Cから17℃まで急激に上昇する。とれは，第2

図（b）の水温鉛直分布から判断して，水温躍層が50m以

上降下して， 150ml曹が水温躍層の上の表面混合層K含

まれてしまったととを示している。との昇温は，一様

でなく， 1時間足らずのうちvc2～3°C昇温した後，

15°C前後で約 1日停留してから再び急上昇を示すなど，

階段状の過程をとる。 150m層水温の変化は，日m層の

流速東方成分の変化とよく対応し 日m層で東向きの流れ

が増大する時K水温の上昇が起っている。もっとも，

両者Kは時間差があ.！？， 50m l曹の東方流が19日K除々

K滅衰するのK対し， 1日m水温は19日深夜まで高温

を持続し，上下層とも K北ないし北西流が始まると同

時K降温するよう Kなる。

との時の舞鶴になける日平均水面と日平均気圧の変

化を第4図K7Jミナ。舞鶴の潮位は，月平均水面よタも
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第 2図（防 水温鉛直断面（破綿の測線）
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第 3図 測点Bの海面下50mと150m層の記録
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約20cm高い。また日平均の気圧を

見ると，約lOmbほど低いだけで

あ札静的な大気圧と平均海面の

関係よ bもかなり大きく海面が上

昇している。とれは， 17日から18

日Kかけて連吹した西風Kよる吹
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第 4図 舞鶴の日平均水面（黒丸）と日平均気圧（白丸）の変化
き寄せKよるものと考えられる。

以上の海況変動をまとめると、西からの季節風の吹き出しによって表層で東向きの流れが生じ，外海の高

温低塩の海水が湾内K吹き寄せられ，沿岸部の海面の上昇と水温躍層の下降が生じた。気正効果補正後の悔

面の上昇をlOcmとすると，水温躍層の上と下では海水密度が約 2/1,000g/dの差であるととかb，水温躍

層以深では水圧のノζランスが保持されるとすれば，水温躍層の下降量は50mとな.！？ ' 1日mj曹の水温と流速の

変動がほぼ説明できる。さら(107日から18日Kかけては，表層で流入，下層で流出するような鉛直循環流が

形成されていたものと推定される（第 5図）。

とのほか(tL' B点の 150m層の記録Kは， 1日周期分よび 6～

8時間程度の周期成分が見られ，水温Kも同じ周期の変動が認め

られるととから，水温躍層K関係、した内部波的な現象と思われる。

(3) B点を指標とした若狭湾の流況

前節で述べたよう (t(, B点の 1日m層水温の変動は， 表層の流

れの変動と密接な関係があり，若狭湾の沿岸流況変動の指標と~

る可能性がある。そとでA点， C点の流況との関係を調べてみる

ととKした（第 6図）。 A点の 150m層は，流速計の調子治憲〈流

第5図流れの構造の模式図 速のデータは得られなかったが，水温の記録を見ると， B点の150

ω戸
吹き寄せ

m l曹とひじ ιうKよく似た変化をしているととがわかった。また上層の50m層の流速の東方成分の変動とも

たいへんよい相聞をしていて， 7.k温躍層が下降して 1日m層の水温が高くなるとほぼ同じ頃K東向きの流れ

が出現する傾向と左っている。例えば， 11月24日K気圧の谷が東K通過した後， 25'26日K西から北西方向

の風が連吹したが，A点の 150m層の水温は25日から27日Kかけて約6°C上昇している。 50m層の流れは，

l日m層水温が上昇K向かうと同じ頃K南西流から南東流K転じ， 150m層が最高水温を示す頃Kは北東流と

なっている。つま.！？ ' B点と同じく A点K沿いても季節風の連吹Kよって上層K南東方向の流れが発生し，

外海水が湾内K蓄積するとと Kよb沿岸の潮位が上昇し（第 4図），水温躍層が下降するよう念現象が起き

ている。

第6図の下段はC点の表層10mの流速記録である。 C点の水深は70m足らずで，流速言十を設置したlOmと

50m層とも表面混合層内K含まれ，深度Kよる違いは小さかった。との点の流向は，等深線と平行な東西方

向が卓越した。流れの変化を B点の 1回 m層水温と比較してみると，水温が上昇するのと同時K東流が始ま

b，水温が下降し始めると西流K転ずる。す念わち， C点では平時は西流傾向であるのK対し，西風が連吹

し， A点やB点で前述のような水温躍層の下降や東流傾向と左るのと同勤して， C点でも東流と念る。

4.まとめ

以上のよう K，短期間の観測ではあったが，若狭湾の秋期の沿岸流況変動の実態を垣間見るととができた。
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各点K公ける流れと水温の変化

要約してみると，季節風の吹き出しが強くない平時Kむいては，

若狭湾の沿岸流は等深線Kそって岸を左K見る方向K流れていた

第6図

（第 7図の白ぬき矢印）。そとK西または北西の季節風が連吹し

始めると，表層Kは風と同方向K近い流れが生じ，湾内の流れは

岸を右K見る方向と左る（第 7図，影のついた矢印 ）。そして風

潮位を上K吹き寄せられた外海の海水が湾内沿岸部K蓄積され，

下層の水温を上昇昇させる。それと同時K水温躍層を下降させ，

VfEtLのパターン変f昨賦図第7図させる。その量は，潮位がlOcm上昇すると水温躍層は約50m下降

また 150吋曹の流150 m水温は 5～8°C程度上昇する。その時の表層の流速は 0.5～1ノッ卜 K達する。し，

れKは，表層と逆K湾外K流出するものも見られた。

異なる季節Kとのような現象を支配している風や水温躍層は，季節Kよって大きく変化するものであり ，

は異念る沿岸流系が生じると考えられ，今後は，季節Kよる沿岸流況の違いを把握する ことが重要Kなると

思われる。また前述のよう念西K向かう若狭湾の平時の沿岸流系は，第2図の外悔の流況と密接K関係してい

異なった外海海況の時の沿岸流況を調査する必
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との意味からも長期の観測を行 って，ると考えられるので，

要がある。


